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I 緒言

林業にむける般的j:tîの実I也利 I/Jは，僅かに古畑の緑肥作物，林地のII\J作或L 、は被従{:I{(物裁ま jÎj:

の í~:民一古1\実地されているにすぎなし立科樹木を対匁とした実際的利川は:王とんど等I~~Jに付せ

ら jしているi見'Ì)~である。

しかるに p 百円附本は肥料木として主要な位むを， 'i め，物上'I\(I'~， {ヒ，'}全的にはもちろん，微生

物的にもきわめて不良な禿路辺， Hn出林泡，砂 lí~j也与を対決として干j{[栽される iJð介が多く，し

かも，士の生以いかんが，設地主主の緑化促進攻いは法林法:成の成汗bJと〉とする鈍をなす場合も少

なくない。

~I~->~ 1;;31，肥料水!土，多くの立件出作物と実なし多年生tl{i物で、あり，したがって， ~!.Lt11"[物と松

鼎Iむとの関係もさらに一肢の政雑性が予 1[11 さ ~L，また根if;r~1のJ刻JcJj法;こも H[子~íFEの他に !?1.

木に対する接Uîll iJJ包もるしカ11 うるに帝悪林地を対象とした場合には，事前にある松度土壌の

物理的，化学的必いは徴生物的改良が先決問題とされる場合もご与えられ，したがって，とれら

肥料木に対する桜府菌の実泡利川に関しては，それぞれの立地条件に応じて検討さるべき今後

に残された多くの問題が存するものと考えられる。

本試験は，近民主として中国.[:J， jJ_Ej， q与に瀬戸内海沿岸地方或いはi隔l礼宮崎3 鹿児島県地方

にむいて，肥料水としてはもちろん，タンニン弐材p ノミルプ別材p 枕木，親友材等としても注

γ: 土壌調査部土壊肥籾科土援微生物研究室長



-204 一一 林業試験場研究報告第 68 号

日さ jし己に五つ亡きたアカシア h:\ (Acacia spp.) の 2 ， 3 結JH:について， 11討手11 28 (，1三十I{[木鉢

と了'.'i1mに必いて糾括汀自の初子接間試験を実施した示inlt 両E試験をJiliじかなり著しい接種効県が

見交けられたので， ---};i己予報として取り持めたものである。

予知i的 iこ実地したため試験期川も短く，調査結県も観祭の域をIljt しない憾もあるが，とれら

に関しては 1) lir~!c き試験を実砧して，その完全を!VJ したい。

な;}，.. ; ，本;:';\験の実花 i亡当って，資料二1:壊の i:rjJill付を以わしたi品JUI営林l吉長玉木版士，了l'i1:[IJ

f史川の何立を与えられた小!Tj!Ji(営林者長手/1川 碍，アカシアh;:N:'j'の jJ[J分譲を加わしたi[i可 i ，'(;]

県林;~d式験場長青木義雄の諸氏のj:rjJJIj.'IJ!j'に対し，深甚の謝立を夫ずる弐弟で、ある。

1 植木鉢による号リジマ・アカシアの根癌菌接種試験

本試験1::: ， I ，' (u 山県玉虫r市町よ近に見受けられる花尚九17を村:材とする府見:‘林地ごと肢のー佐官をと JIJ い

て，鉢i武駄によるモリシマ・アカシア CAcacia mollissima WilId.) の Niff.l的接間試験を実

施したもので，その日 (I"j とするととろは，設 1:壌にさrけるアカシアJ引長野~'n~[;fの分布状態と p 組

系f前の接師事Ij県を児!l\さんとしたものである。

A. 試験J吋jlj1if1ì:J乙‘よび方法

a. 1J l:}武鉢:普泊lÍilU{の芸品't 5 寸鉢で， Dt.~~~.式:1二:J:;M 2kg 入れたものを使川した。

b. #t;i九 r'，出: 1,'(;] 111営林者玉野治山事跨所管内(/品j山県玉~hlj五回)の花尚治を母:材とす

る J.!li~{t:1二段'~(t.;-~t官で，イてi何仁 ~1~立与はできるだけ同，_土p し， :lJÚ~よ 1生子のものはもみほごしてどjーに

したものをf史 fli した。

な t，'， 4，;:Ui~はーは排;)，性兵灯のように見えるが，水を合むと~)~状を呈し，乾燥するといi示ly

して削 H を生やるかなり粘土質のものであって p こと壊の ρH(HD) は比色訟によると 4.5であ

った。

C，え政区分:試験区は三たの 4 区としp 各区 4鉢について実施した。

tiH 区 処方面 Ij~1H~接極区 ~r~ 2 区 カ\~方面目巴J支店:区

必 3 区施1]巴1n~岐部区 第 4 区施肥施田区

d. 施肥区の施肥量:施肥区の各鉢 (2 kg の土星;を合む) 1こ対して， 搭J丑 5 1I'Itíjに主"1 Î

友 5g，搭種当日混合肥料 3g (硫安，過燐酸石:!y;乙硫酸カリの混合肥料で， N: P:::03 : K:::O= 

1:4:2 に配合したもの)を方面し，鉢土と充分出んじた。

e. 供試t1定結菌 : lî({和 27 ::]'-8 H ，東京都目黒区下 f]~ 4-770 , 農林省林三Vtf;ぇjJ~_{-M内の

苗*HIに養成した 2 年生モリシマ・アカシアの在頃fからの分離菌を，酵母水一葡窒粧一寒天晴担

(葡萄糖 20.0 g , K2HPO長 0.3g， MgS04 ・ 7H20 0.2g, NaCl O.lg, CaS04 ・ 12 H30 

0.005 g，酵母:水 100 CC, 蒸ifi17J\. 900 CC，寒天 15~18g， 1うH 6.8) に 28 0 C で 2 週間町益

したものをH-J I.、た。
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ﾍ. 供i刈尼子: rrW1'I1 27 年春p 幅lおj県林，~~~;t.え験場に沿いて採集， 送付を受けたモリシマ・

アカシア (Acacia mollissima Willé_.) の極子。

g , 折、T:ffi:JなよびiR.if:Î菌接種の時期ならびにその方法:根鼎菌の接HIならびに搭極は昭和

28 年 6 月 3 rllこ一安部J したがp その概要は__:j~のごとくである。

種子の発ヲ，fi{J己jfu訟は，栢i両県林業式験i材報:!?】 )C) を参J!~した。すな lD ち， TÆcf'は ùJ~硫酸に 5

分間浸漬後， J)\_を iÈJJIlして 80 0C で約 3分I llJ JJi泣い充分水洗したものを各鉢 30 粒あて搭種

した。

接種区の由子・は， _1:誌発芽促進した極子ーをどシャーレ(径 3 寸) I乙約半量入:i'L，これに上記根

癌菌の 1 ~~+h耳量を約 10cc の設菌水に浮遊せしめたものをと注加して充分出んじた後，前症と 1，司

様播種したコ

h. 捺陸後の:;5'な'Il: 各鉢は，農林1'f林業式験場lヘjの首知jに主うる硝子宝内のトロの上に，各

試験区 (4 金K) ごとに 1 列に接して配列し， 1\-え験区ざとの間隔は 2 尺とした。晴天の日 12屋外

に出し，f:lDくの日;なよび夜間は硝子室内に入~L，乾燥の程度により 1 日 1~2 同氷道水を月j い

て如露でが主IK した。

B. 試験経過ならびに結果

揺種後約 13叫IIU fCl とろから発芽開始が認められ， 1"11官発芽の出揃ったと，官、われた 3 週間日の

6 月 24 FI には， 各体 10 本仕立に整理し， 残余のものは抜き取って除却した。 8 月 10 日

(播種後 68 fI 1]) I乙 p 各試験区の生育状態の概要を比較したものが第 1 図版，写真 a ， b , 

c である。カ\~Î.iúitJ巴J!\~接相区の各鉢[ま，着実!エ:王とんど黄色を呈 L，百前i も僅かに 2 ， 5cm 内外

をと示しているにすぎないが，無施肥接種区のものは渋緑色の葉を着生しpEi丙も 12cm 内外

を示した。またp 地IJ巴1n~接種区と施肥接位区の各j誌は，最初の 1 カ月余のII\Jはほとんど生長に

差がなく rrE躍に生743. したが，前者は 7 月のr!I 11J とろから肥料欠乏の現象を呈し，いままで接続

色を呈していた荷主の一位iíは黄色を呈し，生長もをしく悪くなれ 8 n 10 f:Iの別査結果では
背高も 10.5 cm 内外にすぎ歩，無施肥接間区より生長が劣る結果を示した。しかし，施肥接

種区の各会ì\lì ，波緑色の菜を着生し，肥料欠乏の現後も全黙認められや， lit-高も 18.5cm 内外

を示ずに主った。

その後 9 月に入ると p 施肥接日:区の各鉢の苗木は，生育ますます旺盛でp 同一鉢内に;;1;-、いて

弁11!iJ休がほ l'f'2j-'-J勾に生育するためには，限界に注したようにJιわれたので，昭和128 年 9 n 14 
日 o書店後 103 日日)で一応ii'"t験を打切るとととしp 各 li.え験区ごとに古i高F 根長，重量， {弘前

治生数与を調査したが，その結Cl.I~は第 1 去のごとくである。な主主，各i式験区 iこ属する 4 鉢のIi IJ

に必ける古木の生育状惑は p 弟 2 図版，写真d ， e で了解されるように，特に著しい器具ーが;認

められなかったのでp ととでは 4鉢の古木の給平均数íúを探川した。

すなわち p 第 1 去の調査結果によると p 無施肥無接種区の各鉢の平均百高 3.6cm ， 千i手j
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4@本の平均数倍1 惚施肥照掠隠区

11 31.2 1.2 41.5 17.2 2 烈施 1肥後箆区

I! 6.1 3.8 35.2 14.8 3 施 Il~ ÎITf;持街区

I! 75.0 13.5 65.0 34.1 4 施肥後種区

その才I''!\ミ lょ Jlù'r f'.でほとんど生長も停止してゐり， l'良府'!{f生数も佳かに -'1三均 2.9:中;量 19 でア

1[，'， j を示しているにすぎないのに反して，力lt1ifuB巴接干'U区は， ':'-1 三JLJI'iî高 17.2cm ， +J::なE量 4.2g

1*当りの根呼lf岩生数は 31. 2 仰を示した。で，江主も緑色を呈して樹勢もかなり ru:慌で，

初期浪緑色を呈していまた，施肥J!lH1H{[区では，三F.j勾I'iî~~;j 14.8 cm, -'1'-lf，J[Ti量 3.8g でタ

た清~\~の大部分ばJ)'i! '1色に変り，生育も松↑見となり P 棋界If若~I::数も:ZF..JLJ 6.1 í:{;jにすぎす，全般

にわたヲて肥料欠乏の現象が見交けられた。これに反して施IJ巴接位区では，千i勾"I'iî?':j 34 .4cm , 

今後さらに著しい平均 tIc量 13.5g， +-どj{J~~仕方民主数 75 J/;jで， 7ff架は出緑色，位J勢旺盛で，

~[ミ長を JリH守しうるものと Jιわれた。

:j]2;f"[(したものはしカゐらざるものによヒカ!印刷巴区，施日目区を辿じ，長するに *iíl ，'ð査が;県では，

し， }Yi木の ~I三 ffむよび枝子ff若生数はJ年しく優って去り P 特i亡施JJ~.j主J並区は他の 3 区に比し陥没

のイTI詰日:見交けられている。

苦畑におけるアカシア属の根宿菌接種試験目

かなり立地(I'~条1' 1ニが良好と，I目、われる l'f'îj:1! 1にゐい静/.'iす県川方郡宇佐美村沢Jj'在の p本試験i土 p

て p はじめてアカシア日の !?i木を主成する r~~，純子J主聞によるアカシア伊\iW訂正!の実地利JlJ酒

1i(( をよ.!.!I\さんとしたものである。

;i;t験材料たらびに方法A. 

iijt験1-\，])珂-td.. らび川区分・試験Nî1:/I 1 は，静j;，，j県川方1t!;宇佐美村宇千戸の民有士111 を，ノJ\IJl r!;ra. 

営林'Rの f.tV!i子立で併~IJ したものでフよ出|予は南向きの P}-:j I~gn;iÎに約 3。の五お:千聞をなす"'1'-坦地 217m~

その --~ffß ~三式検区としてmいた。本市畑はとれまで甘藷たらぴ(第 1 図参!!(()を占めてきぎりタ

に麦の栽培を繰り返していたところで，同国には村1・柄畑があり 3砂民壌土の J古畑としてかなり

その土壌の ρHCH2Ü) は比色法によれば 5.5 を示した。条件の良い場所と思われた。たたp

根FEl菌接種試験rlj床には，第 1 図のごとしぼ l:f立地条件が同ーと思われた部分を選び，東

西側を無接種長さ 10m，高さ 10cm の播種床を設け F西に間隔 1m をむいて，巾 1m，

フサ・アカシア (Acacia

モリシBr.), CAcacia melanoxylon R. 

区，東側を接種区とした。な.t;--，各区は図示のごとく 3等分して y

メラノキシロン・アカシアdealbata Link.), 
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マ・アカシア CAcacia 
~ 

mollissima Willd.) の

種子主隣接して J存舵し

7こ。

b. 施肥:方自JJ巴はJE

種区， fITîi;j刻， 0:区とも 1m日

当り生千二i次 100 勾， fvi{安

5 匁， l墨隣同支子"欠 60 ，匁，

硫酸カリ 10 匁 (N: p" 

0コ: K"O = 1 : 4 : 2) を

施した。なむp 生子 iタくは

搭極 10 Ll IJíj，他は拡:{:，]ì

也I誌に去土と充分泌んじて施した。
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第 1 図宇佐美村苗畑平面図 (1 : 140) 

C. 1JI，:;r)\1j~gMW: フサ・アカシア，メラノキシロン・アカシア，モリシマ・アカシアのt~

KJl菌は， fJ併1127/'1'..8 n ， 農林省、林業試験場の"，'，';.:1:)11に養成した各2 年生の寄主が〔物からの分離

f!f;fを，それぞ_{L昨ド:]:;1\.-葡萄糖一寒天:f.if:J:也に 28 0C で 2 週間斜面培養したものを川いた。

d.. 1JI:';1'.i~N[子.モリシマ・アカシア，メラノキシロン・アカシアの冊子はl1(j手1127 年春幅

岡県林業試験叫産のものを，フサ・アカシアのlÆTは同年度農林行林a~~;ti:\験場京高l5ェじよJ高島分

場産のものを1~川した。

g. :f刑罰ならび、に線療菌接種の時期jたよぴ、その方法:昭和~ 28 ~f.. 3 H 25 FI ，上司各樹種

の種子を，前lli布巨木鉢試験と同様の硫酸発芽促進処却を行って，搭{ifiJjミ 1 m~ 当 1) 約 50 個の

浅い査穴を泣し 1 穴 5 粒Zうて播種し軽〈覆土を行った。

接種区は，発非促進を行った各種子に，前11己{1げJi正iを植木鉢試験の場合と同様の方法で接種

して直ちに折小R した。

h. 探H:f:炎の竹'J'1ll :揺極の時期が平いので， 掠1直後直ちにかなり 154 く敷誌を施し， 4J:l 

10 日とれを除却して，約 1 凡 5 寸の高さにrJ説~設定したっ 6 J:Jの十j手!:I1!0Jq I に 3 jI，j6 斗式ボ

ルF"ウの撒布を行い， 5 n 26 日と 7 月 16 日の 2@lにわたってi!担当に~Uヲ!と雑草の除去を行

った。日覆は第 2 [司の生長調査を実地した 9 月 9 [1まで継続した。

B.. 試験運過ならび、に結県

Wî*fllの位置がかなり遠隔の地にあるため， 詳細な調査を実施しえなかったが， 4 rr 13 日

(jiff間後 19 H rJ)の剖査の際は，部極後寒冷降雨の f1 が続いたためか，各試験区を泊じまだ

発茅したものは見受けられなかった。

5 月 26 日(播極後 62 日 i二I)の判査の際は，接種区J応接種区の各枝慣とも市高すでに 3 ，
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第 2 表 アカシア)茂根将菌接極試験結果 (28.7.16 調)

lt司随，)Þ.ぴに試験区
i 平均苗高 l 平均根長

ブサアカシ ァ「無様碕|
[ 接種

6.0 
9.1 

4.3 
9.6 

4.5 
15.3 

5.6 
10.8 

7.9 
12.5 

10.5 
16.5 

寝
数
一
0
2
8
8
3
2

峨
生
一
し
比
よ
よ

平
着t

r「
|
1

5
1

一

2
0
2
5
3
0

官
H
U
r
L

フ
}
Q
u
q
U
7
J
6
6
Q
U

明
j
t
t

仏
し

C立1 cm 

「畑擦問 i
メラノキシロン・アカシア L 接 種|

モリシマ・アカシア(護接話 1

第 3 表 アカシア属根穏菌接極試験結果 (28.9.9 調)

樹種並びに試験区 :平均苗高|平均根長|平均重量平均俣野| 備 考
cm cm g 着生以

フサアカシァ(無接種 13 ・ 5 I ~~.~ l'~ cl'~ 酬の着生数は，一部崩壊し
L接種 25.6 I 15.9 5.2 1 50.0 たものもみられ概略を示す

メラノキシロ γ 「無接極! 1 1. 9 I 23.5 I 1. 5 I 2. 1 " 
アカシア L接種 I 40.0 37.3 8.4: 65.0 " 

モリシマ r;無篠間 I 55.3 I 25.3 12.7 I 17.0 " 
アカシア L接種 70.4 I 32.8 1 18.4 I 矧 l∞以 1: 吋

4cm に生育しているものが見受けられたが，フサ・アカシアは発芽率思しく 5% 門外，メ

ラノキシロン・アカシア p モリシマ・アカシアは 30~40% を示してしもた。接種区と無接極区

の各樹HilllH乙はまだ，苦しい生長の差異は見受けられなかった。なた，虫!~t主極区にたいてもすで

に 3 樹店を也じ，住かながら少数の;J1VMを荒生したIll.がル乏けられたが， +tNi区のl川会，各樹

J丑を illl じ大部分は根Fdfが着生し，その治生数も数刊にわたるものが多数見交けられた。

その後 7 n 16 日(播種後 113 日 m 沿よてJ: 9 J1 9H (搭極後 167 EI 日)の 21"1にわたっ

て， 接種たよぴ加接極の両区の各樹極についてその生育状態の大11併の傾向を窺うため， i王ぼ、生

長 I1 I J， rfでしかも大差がないと以われるみli準lYi木 10 本を選んで， ~I'i'r ?r:-~ J 組長， ;f:[~;Jf;材?生数を w1ð

査したがp その結果は弟 2 去，第 3去のごとくである(第 2 図版，写真 a~f 参!!日)。

みí~ 2 去，第 3 去から p 各樹麗について接種区と J!!~接fÆ区の生育状態を数量的に詳車11I比較する

ととは，本花度の資料ではイミ充分と，I目、われるが，いやれにせよ p 千字fjjt喧をjifIじ接西区の !?i木!土

無接間区によじし715fF:i，棋士乙主量，ヰ1~1M11庁生数にたいて侍段l乙{愛る赤iìc!1~が見受けられた。

特にごとで注目される ζ とは，カ!吋妄位区のフサ・アカシアゐよびメラノキシロン・アカシア

の根府着生数は 7 pf 16 日必よび、 9 月 7 日の調査に会いてほとんど主異がた:しかっ僅少なる

イl丘を示しているととでp とれは本土壌に沿いてもアカシア属根癌菌の分布がきわめて不充分な

るととをと示すものと考えられる。ただしモザシマ・アカシアの無接種区の苛木は， 9 月 9 日

の訓杢結県では p 前回の調杢に比し苦しい生長を示し， j長鼎才子生数も他の 2 樹極の場合i亡土ヒし

一苦しい増加が認められp 特に東側の，フサ・アカシア;民需菌接種区に近い部分の}古木に会いて

との[頃向が著しいように，官、われた。 とれは第 1 図の地形より判断して， 隣接フサ・アカシア

の接産区の供鼎菌(とれら 3樹種の根府菌は同ーの交互接種群iこ局する)がm水のiïft下等によ
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りモリシマ・アカシアのJ!!f;接聞区に一部移行したのが原IÎ~ と考えられた。

3;位将軍を i邑じ， 1!lf;t~fi]i:区!主ï'r'，---+;:の生育状態は一故に貧弱かつ不揃いで、，大小に著しい差異が

認められたが，とれに反し接聞区はほとんど一様に揃って!日:盛な生育が~t!.;乏けられた。

な 3E，本試験実地r!1 に， 1rrf;接間区のフサ・アカシアの)17には只殻虫の発生がは受けられ，接

種区のモリシマ・アカシアの -1'illにはが込山によると Jιわれる根嘉作内の被害が見交げられた。

百 考察ならびに結論

Burill 本よび Hansen3 ) i土ずで、に 1917 年の液背lこないて， メラノキシロン・アカシア他

数種のアカシア同樹研の!見F帝国がカウピー (Cowpea) の1兄弟?}Zi とj:i]一系統なることを実証

して to， I) ， Fred 二との他4) の評書の分知によれば， とれらの~:[~:Jf(nÏIT をいやれも交互接聞j!下

(Cross-inoculation groups, Bacteria plant groups: その群に属する前物νつ IIU で、!主将訴J丹'{\i

は正に交代しうる，すなわち，有 !JI.に根県fを形成しうる根~~I{rむの:~f主十Irî物群)の羽田カウピー

群に分崩せしめ，落花生，小豆， クズ等のfJ4府立j と 1，すーにIj瓦り披つてゐり P またf在日ーのとれま

で、の試験に t ればp モリシマ・アカシア，メラノキシロン・アカシア，フサ・アカシアの各fff:t

í:íji:は， I"J-交互接聞It下に属する結果がえられている。

されば，イ手1):J):i~1亡ネーいては， とれらアカシア属のtl~鼎菌は，そのう子布状態に粗栴乃棋度は

るるも p かなり広く分布しているととは不易に予ìll!1 されるととろでるわまたこのととは， ID[ 

t:l:の各地に養成されたアカシア日桔J10むには， i王とんど根府の形成が認められているごとによっ

ても実日îE されているととろでるるつ

しかしながら p とれら樹問の治林対象地のよかなからざる部分を I!i めると，巴われるヰ思林地，

禿邦地，砂丘地等の立地条件のきわめて不良の地主主に去いてはもちろん， Ji自国の土岐で‘も析に

本iJÏ:tfllí:の tIiオ三菱!JJとまたは時間ii!:林等を実砲する場合p 常に必要にして充分なる!王どこれ等の根

府首Jが分布しているかは，きわめて疑問視されるととろであり p 本実験の結県/:t，との点に関

して多少の示唆を与えるものと考えられる。

第 I の鍬試験の ;WJ査結果にむけるごとし無施肥区p 施肥区を通じj民tJ::柾f区の 111[は p 接間区

の苗l亡比較して問題にならぬほど松癌着生数が少ない点から判断して，少なくとも岡山県玉野

市附近の花向岩を母材とする土壌地帯にむいては，アカシア属才副官菌の分布はきわめて不足し

て必札したがって該地方にゐけるアカシア属の浩林対策の 1 っとして，根府菌の接種問題は

ぜひとも考慮せらるべき重要問題と考えられる。また，本体式験に~ける 9 r:J 14 日の各試験

区の古木の生育状態を，王子均重量によっτ上七校してみると，無方在把無接種区 19，無施肥接種

区 4.2g，施肥無接西区 3_8g，施日巴接種区 13.5g でるって，本土壌のごとき地域にアカシア

属をと仕立てる i廷には p 無施日巴無接種の状態ではほとんど生育を期待しえす，根痕菌の長極安い

は本程度の施
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/IèJ'1こ行われて，はじめて ILE雌な Ill・本の生長がJtiJ1!J:しうるのではないかと )gえら Alる。なむ， i叝 

二f{'はとれについて現地接相1試験を計画 rlrで，その試験結:!.!~カ ::loIJI りJ..:j(tr~ さらに検，H する予定であ

る。

..:j(.に第 i のj'(J'fltr.j 県宇1'1:美村の1117士)11 に jLhけるアカシア肘般的rtì接肌試験のま:n，j~から考察する

と，かなりこl:~長条1'j:がf-l~T'で， しかも常識的には，日先立にアカシア 111]， と同一接f山洋に属する 11~

Yl'，'i]引がある科医分布していると ι!、われるととろでも， ij~jMrMのイ子/1:が不定分の叫ー介があり， し

たがって，これらの土地に新たにアカシア肘Jの樹陀を主成ーする 1;祭には，一応桜前I自の接種がjJ-)

ほされるべきである。

4 決議にむけるとれまでの人工;f;~:~Æ:1~gf1fÚ1îのJ主主主効県は ， I{常;古?れiに亡必必.す歩下しも兵古灯好f子.に現われるとはm肌

らすヂ京"， JI.~J工:JパLしJてゾ大記{付休4本.~ 8別o.，'.!兇6' I内苛夕外トの工良と効月県L切カが:手羽報i技i古告-されているがP 7荒〈苧利科|卜，公yと出止口-作物に比べて干耐E 々な}，I点1，1，i，

一.イj肘lぽ千付ネ松3匁L幸梨雑[住自剖H伊附'1-伊刊悦'11慌11生1:がペ行行汚汚令ええら jれLる 1~': f' 1樹木に対する根府民iの接聞に関しては， さらに -h+の慎)立を必ず

るも，その反 flÍÎ:r~T;;1 作物には妨げ与しえられないほどの接話効県もるりうるのではないかとおえ

る ":7(.弘子C à) る。

ちなみに， Fred その他{主，千f;れな“Root nodule bacteria and leguminous plants (1932)" 

なる題名の:町!?にゐいて，組系'Íft4人工接種の必要なる場合として，三えの 3 項仁i を:挙げている。

a. かつて Hf'T!:作物，または交}r]1éHc!iY:のーや!Jiが栽土庁されていない叫介

b. ニU;ir川:詳しく酸性を /Jミす場合

c. 行効j:Li株がまだJ対置された例のない土裟

以[-.のこと lt林業に必ける 331科肥料本の根府立H妄柿の場合にも， I;íji栄二則的士らろべき ~J fJriで

あろう。

V 摘要

li(,j Ji L ]!fl; J;:lilfdi王!日{所.{Iての花ikJ :l-~-を -{:j:材とする昨J1i.\j:壊をJi J いて，イ11'[木鉢によるモリシマ・ア

カシアのHぽ'iT~Îの股子技f氏試験を実施したととろ， ::J(の 1tífr('lが窺われた。

(1) 本:1):えには，アカシア民のil~府立iの分布はきわめてf.Yiゆで， 施肥区， J!!~占的巴区を j邑

じ， t~1出l1it2iH:の古木は，しからざるものに比し，その生長ならびに桜府着生数にたいて著し

い差異が認められた。

(2) 1nfz方'[\;)J巴無接種区に:[2"ける市二十三の生育は劣悪で問題にならないがp 無方面肥長距区或いは

施肥無接{oll区(施肥量は 1 鉢 2kg })土壌に対し N: PD,: K20 ニ 1:4:2 の混合肥料 3g ;J子

よび生石7欠 5g) でも市イ三の旺盛なる生長は期待しえられでや，施肥接間区に会いてはじめて7Jf

木の [iE盛な生長が見受けられたν

静|両県 EFì方;f1f~宇佐美村字王子戸所在のかなり立地条件の良好と思われる 717畑にゐいて，ブサ・

アカシアp メラノキシロン・アカシア，モリシマ・アカシアの 3樹H[の種子接種試験を実施し
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た結果は尖のごとくである。

( 3 ) 日 ~B的に l"j ー交互接種群の根鼎f'1;ìがかな 1) 分布していると JAわれる←本i'i，'tHIに会いて

も，モリシマ I，~T!:の 1災前l抵の分布は案外少なく， ~.九州miの接H[効果は， 3 fJÏJ'加を迦じ rial-木の生長

;;;~よび中I掛'i所生数にニ;年しい増加を示した。

(4) 一般に弁樹加を j邑じ，無接航区J37fi本は生長も忍くかっ不揃いで，大ノj、の r(~が著しい

が，接種区の市は一様にかつ大きく生育.する ftíjI ('Jが凡受けられた。

本稿を柊る i乙陥み p 御教示ならびに手11校閲を1手うした農林符林業式験場長世学 l'!):士 大政

lE隆，同土壌調査部長農林伎官林 1[1Ï.の j~d Jt生に対し深甚の謝;むを去すG
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百I 図版説明

第 I 図版:モリ yマ・アカシア根腐菌接種試験結果:

a 左 2 鉢無施肥無接種区，右 2 鉢無施肥接種区( 8 月 10 日擬影，播種後 68 日日)
b :左 2 鉢施肥無民宿区，右 2 鉢施肥接種区( 8 月 10 日撮影，播種後 68 日目)
c 左からす7へ， Jf日低限無疾種区，無施肥楼庫区， 施肥無按種区， 施肥接関[乏の各鉢( 8 月 10 日
撮影，播[噴後 68 日目)

d: 下 4 鉢f則削巴;1m接種区，上 4 鉢無施肥後種区( 9 月 1.1 日撮影，播種後 103 日目)

e 下 4 鉢地肥;1~1安局区，上 4鉢梅肥後極区 (9 月 14 日撮影，播種後 103 日目)
f .，左ヵ、ら右へ，無施肥耳正接種区，無施肥接種区，施肥無接種区， 施肥接種区の各鉢( 9 月 14 日
撮影，橋商後 103 日目)

第E図版:アカシア属換寝菌接種試験結果

a フサ・アカシア( 7 月 16 日撮影，播種後 113 日目)，下段無接種区，上段接種区

b: メラノキシロン・アカシア( 7 月 16 日撮影， j番種後 113 日目) ，下段無接霞区，上段接種区

c モリシマ・アカシア( 7 月 16 日撮影，播種後 113 日目) ，左，無接種区，右後極区

d , e , f ブサ・アカシア，メラノキシロン・アカシア，モリシマ・アカシア ( 9 月 9 日撮影，

播隠後 167 日日) ，いずれも左 2 本は無接種区，右 2 本l士接種区

註:第 1 ，第 2 図版の写真に示された基準尺の全長は 30cm

Explanation of Plates 

Plate1: Results of seed inoculation upon Acacia mollissima. 

a : Left 2 pots unfertilized and uninoculated; right 2 pots unfertilized and inoculated. 

(Photographed on AlIg. 10, 1953 in 68 days after sowing). 
b: Left 2 potさ fertilized and uninoclIlated; right 2 potョ fertilizeヨ and inoculated. (Photo. 

graphed on Aug. 10, 1953 in 68 days after sowing). 
c : Left to right, unfertilized and uninoculated , unfertilized and inoculated, fertilized and 

uninoculated , fertilized and inoculate::!. (Photograph巴d on Aug. 10, 1953 in 68 days after 
sowiロg) . 

d : Lower 4 pots unfertilize::! and uninoculateこi; upper 4 pots unfertilized and inoculated. 

(Photographed on Sep. 14, 1953 iロ 103 days after sowing) 
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e : Lower 4 pots fertilized and l1ninoculated; l1pper 4 pots fertilized and inoc111ated. (Photoｭ
graphed on Sep. 14, 1953 i口 103 days after sowing) 

f : Left to right, unfertilized 旦nd uninoニロlated ， unfertilized and inoculated , fertilized and 
uninoculat巴d ， fertilized and inoculated. (Photographed on Sep. 14 , 1953 in 103 days after 
sowing) 

Plate 2: Results of seed inoculation upo口 Acaica spp. 
a : Acacia dealbata (Photographed 0ロ July 16, 1953 in 113 days after sowing). Lパコwer 5 
seedlings uninoculated; upper 5 inoculated. 

b : Acacia melanoxylon (Photographed on July 16, 1953 in 113 days after sowing). Lower 5 
seedlings uninoculated; upper 5 inoculated. 

c : Acacia mollissima (Photographed 0司 July 16 1953 in 113 days after sowing). Left 2 seedｭ
lings uninoculated; right 2 inoc111ated. 

d, e, f: From d to f , Acacia dealbata , A. mdanoxylon and A. 附ollissima (Photographed on 
Sep. 9, 1953 in 167 days after sowing). Left 2 seedlings uninoculated and right 2 
inoc111ated. 
Not巴: The full length of the standard scale appeョring in the 司ttached photographs is 

30 cm in all cases. 

Seiji UEMU1L¥: Studies on the Leguminous-Trees and their 

Root Nodule Bacteria. (1) 

Effects of Seed. Inoculation upon the Growth of some Acacia Seedlings 

(Acacia spp.). CPreliminary report) 

R駸um� 

The inf1uences of seed inoculation upon the growth of some acacia seedlings 

have been investigated in pot and field tests. 

(A) The results of the pot test using the poor soil gathered from the denuded 

area , originated from Granite in Tamano City, Okayama Prefecture, were as 
follows: 

(1) In both experimental sections with and without fertilizer , the effects 

of seec1 inoculat卲n upon the seec11ings of Acacia mollissima were remarkable in 
their growth and in the number of their root nodules , and it seemed that the 

presence of the Rhizobium of Acacia spp. was very insufficient in this soil. 
(2) The average weight of the seedlings in each experimental sections 103 

days after sowing was 1.0 g in the u.nfertilized. and uninoculated section, 4.2 g in 

the unferilized and inoculated section, 3.8 g in the fertilized and uninoculated 

section and 13.5 g in the fertilized and inoculated section. 

(B) The results of the field test which was carried out with Acacia spp. 

(A. dealbata , A. melanoxylon, A. mollissima) in the farm located in Usami 

Vi1lage , Tagata District, Shizuoka Prefecture , were as follows: 
(3) Though it is supposed that the Rhizobium of Acacia spp. or the s釘ne

cro~s-inoculation group may be natural1y distributed widely, the d鈩sity of the 
Rhizobium, population in this field seemed to b巴 considerably low and the results 

of s己ed inoculation on these spp. were remarkable in all cases. 

(4) 1n all these three species , the seedlings in the uninoculated plots were 
poor in their growth and irregular in their size. But on the contrary, those in 
the inoculated plots were vigorous in growth and regular in size. 



a 

左 2 鉢無施肥無接種区右 2妹無施肥後間区
(28. 8. 10) 

b 

左 2 鉢抱肥mO妾{賠区右 2 鉢施肥嬢種区
(28. 8. 10) 

c 

左より 無施ßI_I1.~機種，無施肥後種，施肥無接
種，縮肥接隠の各区 (28.8.10) 

-Plate 1 

d 

上 4 鉢無漉肥長種区 ド 4 鉢無施月1_I1.íW<接種区
(28. 9. 14) 

、
制
抑
宿
泊
・
潮

m
p

e 

1-_ 4 鉢施肥接種区 ド 4 鉢施肥無接宿区
(28. 9. 14) 

左より 無施肥無後種，無施肥後種，施肥i!王接
種，施肥J妾還の谷区 (28.9.14) 
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a 

フサ・アカシア (28.7.16)

上接積区，下無接種区

d 
フサアカシア (28.9.9)

左無按種区，右機種区

b 
メラノキシロン・アカシア (28.7. 1(;)

上接種区，下無接種区

e 
メラノキシロン・アカシア (28.9.9)

1-r-:無接種区，右接種区
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モリシマ・アカ ア (28.7.16)

左無接種区，右 J姿街区

'" 
f 

モリシマ・アカシア (28.9.9)

左無接積区，右持南区


